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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月13日(2010.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソフト・ハンドオフの実施時に複数の基地局（３０４、３０６）との同時交信を行う複
数対の送信回路と受信回路を具備し、送信回路と受信回路の各対は異なる情報を同時交信
する、移動通信装置（３０２）において、前記複数の基地局（３０４、３０６）とのタイ
ミング同期を同時に確立することが可能な複数のタイミング同期ループ（８０６、８０８
、９０８、９１０）を有する移動通信装置。
【請求項２】
　請求項１記載の移動通信装置（３０２）において、前記複数のタイミング同期ループ（
８０６、８０８、９０８、９１０）はシンボル・タイミング・ループである移動通信装置
。
【請求項３】
　請求項１記載の移動通信装置において、前記複数のタイミング同期ループ（８０６、８
０８、９０８、９１０）は、受信装置タイミング同期ループ（９０８、９１０）と送信装
置タイミング同期ループ（８０６、８０８）とを含み、複数の前記送信装置タイミング・
ループと複数の受信装置シンボル・タイミング・ループとが同時に使用され、少なくとも
１つの受信装置タイミング・ループと１つの送信装置タイミング・ループとが、前記移動
通信装置が通信接続を確立する個々の基地局に対して使用される移動通信装置。
【請求項４】
　請求項３記載の移動通信装置において、複数の符号器回路（８０２、８０４）をさらに
有し、前記複数の符号器回路のうちの１つの異なる回路が前記複数の送信装置タイミング
同期ループ（８０６、８０８）の各々と結合される移動通信装置。
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【請求項５】
　請求項４記載の移動通信装置において、前記複数の符号器（８０２、８０４）の各々が
異なる基地局（３０４、３０６）との接続に対応するデータの符号化を行う移動通信装置
。
【請求項６】
　請求項５記載の移動通信装置において、前記複数の同期ループ（８０６、８０８）と結
合されたデジタル合成装置（８１０）であって、前記同期ループ（８０６、８０８）によ
り処理されるデータを合成し、それによって合成されたデジタル信号を生成するデジタル
合成装置をさらに有する移動通信装置。
【請求項７】
　請求項６記載の移動通信装置において、前記合成されたデジタル信号をアナログ送信信
号へ変換するデジタル／アナログ変換器（８１２）と、前記アナログ送信信号を送信する
アナログ送信回路（８１４）とをさらに有する移動通信装置。
【請求項８】
　請求項３記載の移動通信装置において、複数の復号器回路（９１２、９１４）をさらに
有し、前記複数の復号器回路（９１２、９１４）のうちの異なる１つの回路が、前記複数
の復号器タイミング同期ループ（９０８、９１０）の各々と結合される移動通信装置。
【請求項９】
　請求項８記載の移動通信装置において、前記複数の復号器（９１２、９１４）の各々は
異なる基地局（３０４、３０６）との接続に対応するデータを復号化する移動通信装置。
【請求項１０】
　請求項３記載の移動通信装置において、複数の信号分離回路（９０５、９０７）をさら
に有し、異なる信号分離回路は異なる基地局（３０４、３０６）に対応する信号を分離す
るために前記複数の受信装置同期ループ（９０８、９１０）の個々のループと結合されて
、異なる受信装置同期ループ（９０８、９１０）によって異なる基地局に対応する信号を
処理する移動通信装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載の移動通信装置において、複数の基地局（３０４、３０６）により送信
された信号に対応する入力アナログ信号を受信するアナログ受信回路（９０２）と、前記
アナログ受信回路（９０２）および前記信号分離回路と結合されたアナログ／デジタル変
換器（９０４）とをさらに有する移動通信装置。
【請求項１２】
　請求項１１記載の移動通信装置において、個々の基地局（１０４、１０６）により送信
される信号が直交周波数分割多重化信号であり、前記信号分離回路（９０５、９０７）は
、上記特別の信号分離回路（９０５、９０７）を結合する前記受信装置同期ループ（９０
８または９１０）により処理されない基地局（３０４または３０６）に対応するトーンを
フィルタして取り除くフィルタである移動通信装置。
【請求項１３】
　請求項１記載の移動通信装置において、異なる基地局（３０４、３０６）へデータ・フ
ァイルの異なる部分の同時送信を制御する制御手段（７７４）をさらに有する移動通信装
置。
【請求項１４】
　複数対の送信回路と受信回路を具備した無線端末装置を、ソフトハンドオフの実施時に
第１の基地局（３０４）と第２の基地局（３０６）とを備えた、複数の基地局（３０４、
３０６）の各々と同時交信するように作動させる方法であって、データ信号のタイミング
を前記第１の基地局（３０４）と同期させる第１のタイミング同期動作を実行し、データ
信号のタイミングを前記第２の基地局（３０６）と同期させる第２のタイミング同期動作
を実行するとともに、前記第１と第２のタイミング同期動作を独立にかつ同時に実行する
方法。
【請求項１５】
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　請求項１４記載の方法において、第１のタイミング同期動作を実行する前記ステップが
、第１の制御リンク（４０９）を介して前記第１の基地局（３０４）からタイミング制御
信号を受信するを含み、第２のタイミング同期動作を実行する前記ステップが、第２の制
御リンク（４１９）を介して前記第２の基地局（３０６）からタイミング制御信号を受信
するを含む方法。
【請求項１６】
　請求項１５記載の方法において、前記第１と第２のタイミング同期動作はシンボル・タ
イミングの同期動作である方法。
【請求項１７】
　請求項１５記載の方法において、前記第１の基地局（３０４）へ第１のデータを送信し
、前記第１の基地局（３０４）へ第２のデータを送信すると同時に、前記第２の基地局（
３０６）へ異なるデータを送信することをさらに有する方法。
【請求項１８】
　請求項１７記載の方法において、前記第１と第２のデータは単一のデータ・ファイルの
異なる部分である方法。
【請求項１９】
　請求項１８記載の方法において、前記データ・ファイルは、ｅ－メール・ファイルと、
画像ファイルと、テキスト・ファイルのうちの１つである方法。
【請求項２０】
　請求項１９記載の方法において、第１のデータ・パケットに前記第１のデータを記憶し
、第２のデータ・パケットに前記第２のデータを記憶し、さらに、前記第２のデータ・パ
ケットの前記第２の基地局（３０６）への送信が、前記第１のデータ・パケットの前記第
１の基地局（３０４）への送信中に始まる方法。
【請求項２１】
　請求項２０記載の方法において、前記第２の基地局（３０６）へのデータ送信を続けな
がら、前記第１のデータ・パケットの送信が終了した後、前記第１の基地局（３０４）へ
のデータの送信を中止することをさらに有する方法。
【請求項２２】
　第１の基地局と第２の基地局との間でハンドオフを実行する方法であって、
　　前記第１の基地局（３０４）と交信すること、
　　前記第２の基地局（３０６）と接続を確立すること、及び
　　前記第１及び第２の基地局（３０４、３０６）へ異なる通信信号を同時送信すること
を有する方法。
【請求項２３】
　請求項２２記載の方法において、前記異なる通信信号が、デジタル・データからなるパ
ケットを表すデータ信号であり、前記第１と第２の基地局（３０４、３０６）へ異なるデ
ータを送信する前記ステップが、前記第１の基地局（３０４）へ第１のデータ・パケット
を送信するステップと、前記第２の基地局（３０６）へ第２のデータ・パケットを送信す
るステップとを含み、前記第１と第２のデータ・パケットの各々が、送信すべき１組のデ
ータからの異なるデータを含む方法。
【請求項２４】
　請求項２３記載の方法において、送信すべき前記組のデータが、ｅ－メール・メッセー
ジと、音声メッセージと、テキスト・メッセージとのうちの１つである方法。
【請求項２５】
　請求項２３記載の方法において、前記第１と第２のデータ・パケットの少なくとも部分
を表すシンボルを前記第１の基地局（３０４）と第２の基地局（３０６）とへ送信する際
に、異なるシンボル送信開始時刻を用いることをさらに有する方法。
【請求項２６】
　請求項２２記載の方法において、前記第１と第２の基地局（３０４、３０６）との接続
品質をモニタし、低い品質の接続へのデータ送信を中止することをさらに有する方法。
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【請求項２７】
　請求項２２記載の方法において、前記第１と第２の基地局（３０４、３０６）との接続
品質をモニタし、データ送信に用いる接続品質が、データが送信されていなかった基地局
とのデータ接続品質よりも悪くなったとき、データが送信される基地局（３０４、３０６
）を変更することをさらに有する方法。
【請求項２８】
　通信システムを実現する方法であって、複数対の送信回路と受信回路を具備した移動通
信装置（３０２）と交信するために複数の基地局（３０４、３０６）を設け、有線非同期
通信ネットワーク（３０８）を介してソフトハンドオフの実施時に前記移動通信装置（３
０２）から異なるデータを同時に受信するよう前記複数の基地局の少なくとも第１と第２
の基地局（３０４、３０６）を作動させ、前記有線非同期ネットワーク（３０８）へ前記
受信データを出力するよう前記第１と第２の基地局（３０４、３０６）を作動させる方法
。
【請求項２９】
　請求項２８記載の方法において、前記異なるデータは前記第１の基地局３０４により送
信された第１のデータ・パケットと、前記第２の基地局３０２により送信された第２のデ
ータ・パケットとの少なくとも一部を含む方法。
【請求項３０】
　請求項２９記載の方法において、前記第１と第２のデータ・パケットは、前記無線端末
装置により送信されるｅ－メール・メッセージと、音声メッセージと、テキスト・メッセ
ージとのうちの少なくとも１つのメッセージの異なる部分に対応する方法。
【請求項３１】
　請求項３０記載の方法において、前記移動通信装置との、独立した非同期シンボル・タ
イミングの同期動作を実行するように前記第１と前記第２の基地局を作動させることをさ
らに有する方法。
【請求項３２】
　請求項２２記載の方法において、前記第１の基地局は第１の無線技術と関連付けられ、
前記第２の基地局は第２の無線技術と関連付けられている方法。
【請求項３３】
　請求項２２記載の方法において、前記第１の基地局への前記通信信号はデータを備え、
前記第２の基地局への前記通信信号は前記第１の基地局への前記データとは異なるデータ
を備える方法。
【請求項３４】
　請求項２２記載の方法において、前記第１の基地局への前記通信信号はデータを備え、
前記第２の基地局への前記通信信号は制御情報を備える方法。
【請求項３５】
　請求項２２記載の方法において、前記第１の基地局への前記通信信号は制御情報を備え
、前記第２の基地局への前記通信信号は前記第１の基地局への前記制御情報とは異なる制
御情報を備える方法。
【請求項３６】
　請求項２２記載の方法において、前記第１及び第２の基地局へ異なる通信信号を表す複
数のシンボルを送信する際に、異なるシンボル送信開始時刻を用いることをさらに備える
方法。
【請求項３７】
　請求項２２記載の方法において、前記第１及び第２の基地局へ異なる通信信号を送信す
る際に、異なる搬送周波数を用いることをさらに備える方法。
【請求項３８】
　請求項２２記載の方法において、前記第１の基地局および前記第２の基地局は互いに同
期されない方法。
【請求項３９】
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　請求項３３または３４記載の方法において、前記第１の基地局に送信された前記データ
データは、音声データを備える方法。
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